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はじめに 

 

令和 5 年度「異常気象と長期変動」研究集会（第 19 回）は，京都大学防災研究所一般研

究集会 2023WS-07「異分野融合による東アジアの天候に係わる気候システム研究の更新」

（研究代表者 植田宏昭）として，2023 年 12 月 6 日，7 日に，京都大学宇治キャンパス

で開催された．第 11 回観測システム・予測可能性研究連絡会でもあり，気候形成・変動機

構研究連絡会，JSPS フォーサイト事業「北東アジアにおけるフューチャーアース推進のた

めの気候変動研究共同拠点形成」との共催である． 

 近年，日本を含む東アジア域では気象災害が頻発し，要因となる顕著気象のメカニズム，

予測可能性，将来変化についての理解が必要である．顕著気象の背景となる気候場が地球温

暖化によって変質していく中で，地球規模から地域スケールの気候システムも発生頻度や

様相を変化させている．本研究集会では，これらを異分野融合による多様な視点からメカニ

ズムを分析すると共に，予測可能性及び将来変化について検討を行った．セッションは「夏

の天候」，「台風」，「冬の天候」，「成層圏・同化・モデル・惑星気象」，「季節予測・気候変動・

温暖化」の 5 つに分けて編成した．2 日間で 30 件の発表があり，125 名（現地参加・オン

ライン参加合計）の参加者による活発な議論が行われた．本報告書がこの分野の研究の進展

に寄与することを期待する． 
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